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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

きのこ原木には指標値（50 Bq/kg）が定められており、コナラ等を利用する場合には濃度の確

認が必要となっている。一本の幹における高さ方向の 137Cs 濃度分布が分かれば、一部の高さの

濃度から、その幹から採取されるきのこ原木の濃度をある程度予測できる。そこで、更新後 10年

経過したコナラ株を利用し、高さ方向の 137Cs濃度を測定した。その結果、幹の 137Cs濃度は高さ

方向でほぼ一定であることが確認された。 

                                                                                                                           

（１） 事故直前に伐採し、更新後10年経過した田村市都路町の落葉広葉樹林において、6本のコ

ナラを伐倒し（2023年5月）、高さ1mから1m間隔で最大7mの高さまで円盤を採取した

（合計30枚 直径は5cm以上）（図-1、-2）。 

（２） 円盤を樹皮、辺材、心材に区分して、それぞれ 137Cs 濃度を測定した。また各部位の 137Cs

濃度を重量按分して、円盤全体の 137Cs濃度を算出した。 

（３） 高さ方向における各部位の 137Cs濃度は、樹皮では調査木により異なっていたが、心材では

採取高が高くなるほど高まっていた。辺材および全体の濃度については、多少のバラツキは

あるものの他部位に比べて一定の傾向にあり、高さ1mの 137Cs濃度に対して±2割以内に

収まっていた（図-３）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 1本のコナラ立木をきのこ原木に利用する場合に、一部の高さの 137Cs濃度を把握すれ

ば、その立木から切り出せる原木の濃度はほぼ同様の 137Cs濃度となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 原発事故の直接汚染が樹皮に残る場合には、本結果と異なる可能性がある。 

（２） 幹に大きな節や枝等がある場合には、その影響により濃度が変化する可能性がある。 
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図-２ コナラの円盤断面の写真 
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図-１ コナラ調査木 

 

図-３ 幹部の各部位の枝と幹の放射性Cs濃度の関係性（※一調査木の事例）。 
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